
 

 

 

 

 ９月２６日（木）に花巻市陸上記録会が開催さ

れました。今年の練習期間は、昨年ほどの暑さは

なかったものの、雨天の日などもあり十分に練習

できませんでしたが、限られた時間の中でも精一

杯練習に励んできました。また、応援団も６年生

を中心に練習の時から、選手を盛り上げるために

頑張って取り組み、前日の壮行式で選手・応援団

を気持ちを１つにして大会に臨みました。 

結果は、下の表に示した通り、男女リレーや１

００ｍ、ジャベリックボール投げなど多くの種目

で、素晴らしい成果をあげてくれました。石鳥谷地域は以前から、陸上で素晴らしい成果をあげている子ど

も達がたくさんいて、東北大会や全国大会に出場した選手がいます。今年は桐生悠仁くんが、６年男子１０

０ｍで大会新記録の１２秒３９を出しました（今までの大会記録は髙橋陽仁（石鳥谷小）の１２秒４７）。彼

は、昨年のこの大会をきっかけにして本格的に陸上をはじめ、先日（９月２２日）の全国小学生交流大会で

４位入賞まで成長しました。彼の成長を通して、スポーツに限らず、すべての子ども達に無限の可能性があ

ることを感じさせてもらいました。今の限界は本当の限界ではありません。子ども達は心技体全てにおいて

どんどん伸びています。目標を常に持ち続けて努力する人は必ず成果が現れてきます。今後の更なる成長を

期待します。暑い日射しの中、長時間にわたって応援をしてくれた応援団のみなさん、保護者の皆様、本当

にありがとうございます。応援に支えられながら選手は実力を発揮できたのだと思います。 

今大会の主な成績（入賞者）は以下の通りです。 

     種 目 選 手 

第１位 ６年男子４×１００ｍR 

 

第１位 ６年男子１００ｍ 

第１位 共通男子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投げ 

川上絢士→樋渡柚磨→菊池蓮→桐生悠仁（千田龍摩・多田彪悟） 

記録：５３秒５１ 

桐生悠仁 （大会新記録 １２秒３９） 

千田龍摩  記録：４８ｍ９４ 

第４位 ６年女子４×１００ｍR 

第４位 ６年女子８０ｍハードル 

第４位 ５年男子１００ｍ 

第５位 共通男子１０００ｍ 

第６位 ５年男子４×１００ｍR 

第６位 ６年女子８０ｍハードル 

第８位 共通女子８００ｍ 

第８位 ６年女子１００ｍ 

第８位 共通女子走幅跳 

第９位  ５年女子４×１００ｍR 

藤原美桜→田中詩乃→髙橋天→髙橋春陽（小野寺恋々・寺田優月） 

髙橋天 

阿邉哲大 

樋渡柚磨 

菊池凌久→阿邉哲大→藤枝真那人→村上隼人（田澤翔眞・菊池海都） 

高橋春陽 

藤森あかり 

田中詩乃 

藤原美桜 

佐々木七美→金澤羽桜→鎌田くら→髙橋陽咲（藤舘心奈・鎌田愛梨） 

９月８日（日）～１０日（火）の３日間、石鳥谷まつりが通常開催されました。１０日の午後、石鳥谷小

学校の代表として、ぷらっと前で吹奏楽クラブの人たちが演奏を披露してくれました。今年は７名の参加で

したが、亀井先生の指揮の下、練習で積み重ねてきた音色を響かせてくれました。また、子どもたちは、上

若連、上和町組、西組、下組、中組の南部流山車を引いたり、太鼓をたたいたり、神楽を踊ったりで大活躍

の３日間でした。夜のパレードも見事でした。石鳥谷まつりの伝統を大切にしていってほしいです。 

９月５日（木）に花巻市教育委員会主任指導主事佐藤宏之先生をお招きして、授業研究会を行いました。

授業提供は２年１組（算）亀井百華先生と５年１組（算）髙橋恵美先生が行いました。本校では研究主題を

「学ぶ楽しさを感じる子どもの育成～自分の考えを持ち、深め・広げるための算数科の授業づくりか～」と

して、学習の見通しの工夫や学び合いの場の工夫、そして今年度はＩＣＴの効果的な活用を意識して授業を

行ってもらいました。どちらの学級も、授業規律がしっかりとされていて、先生と子どもたちの良い関係が

随所に見られました。先生の発問に対して、明るくしっかりと答えていましたし、グループでの話し合いに

も真剣に取り組んでいました。普段お互いに見合う機会が少ないので、他の先生方にとって学びの多い研究

会でした。今年もこのような研究会を行い

ながら、よりよい授業をめざして学んでい

ます。楽しくわかる授業づくりを通じて、

子ども達一人ひとりの持っている力を少

しでも伸ばしていきたいと考えています。 

青 雲 台 
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